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R-JIPは 1970 年から 2012 年までの生産性に関する主要指標を整備しており、まず、都道府県
別の実質付加価値について概観する。分析の方法として、47 都道府県の変動特性を少数の合成変
量に集約し、変動特性を解析する。合成変量の生成には、主成分分析を採用した。計算結果は、第










主成分は 70 ～ 80 年代とそれ以降で明確に区分されており、1987 年、89 年、90 年、91 年がそ
の中で特徴的な年であったことを示している。第 2主成分は下降と上昇の１周期の存在を示唆し、

































102：100、103：1000、104：10000 の３ケースを示した。中間のλ＝ 1000 を GDPギャップの
推計値とすると、沖縄海洋博覧会の反動不況のあった 1976 年から 81 年までのマイナス幅が大き
く、それ以降は、89 年から 94 年のバブル景気の影響による大きなプラスなどが目立ち、以降は
トレンド周りで推移している様子が観測される。また、2007 年から 2009 年にプラスからマイナ
スに振れているが、その後は、2011 年の震災の影響はあるがゼロ近傍で推移しており、GDPギャッ

























Coefficient Estimate Std. Error t value Pr(>|t|)
γ：gamma 1.428691 2.850895 0.501 0.6163 .
δ：delta 0.464254 0.243495 1.907 0.0566
ρ：rho 0.001335 0.347426 0.004 0.9969
ν：nu 0.979874 0.154688 6.334 2.38e-10 ***
Elasticity of Substitution 0.9987 0.3465 2.882 0.00395 **
Signif. codes:  0 ‘***’ 0.001 ‘**’ 0.01 ‘*’ 0.05 ‘.’ 0.1 
Residual standard error: 72127.17 　　　Multiple R-squared: 0.9903615
代替弾力性が、0.9987 ≒１.000 となっているので、計算の簡便性という理由を優先すると、潜
在 GDPの推計に、コブ＝ダグラス型生産関数を用いるのは妥当であろう。
Coefficient Estimate Std. Error t value Pr(>|t|)
Ａ (Intercept) -0.85372 1.59481 -0.535 0.596
α 0.44963 0.02257 19.925 < 2e-16 ***
β 0.61829 0.13642 4.532 5.66e-05 ***
Multiple R-squared: 0.9826　　　Adjusted R-squared: 0.9816
















































































































［12］R, Hodrick and E, Prescott（1997）“Postwar U.S. Business Cycles: An Empirical 
Investigation” ,Journal of Money, Credit and Banking,vol.29，pp.1-16
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